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 毎月ご寄稿を頂いている井垣医師が開業され

て早いもので一年が経ちました。開業後まもな

く受けられた四國新聞の取材を下の記事画像と

して送っていただいていました。 

 生活習慣病は、習慣化してしまった暮らし方

に因する病です。暮らし方を変えない限り根本

的には治りません。そして、それは習慣化して

しまったが故に、患者一人で立て直せるほど、

常人の意志は強くは有りません。 

 これを深く理解されている井垣さんは、独自

の診療方法で患者さんに向き合って居られま

す。何度も休肝日を設けなさいと言われても正

せない私も、にこやかなコメディカルさんに

ギューッと言われたら、変えられるかも…

（は） 

編集室から 

 このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。 
 その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。 

石川県七尾市にて 

昨年31回を迎えたモントレー

ジャズフェスティバル 

（今年は残紋ながら中止） 

by hama 

文文文   月月月   本ニュースにレギュラー

執筆していただいている

川畠さんが「能登だらぼ

ち」を引き受けて改装開

店されました。 
 

上京された際、ご利用になってみてください。 
 

のと だらぼち 

03-5537-3078 

17:00～23:00 日曜祝休 
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の
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塾 

十
五
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検
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日
本
人
は
と
か
く
優
し
い
。 

 

そ
の
た
め
に
、
検
証
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
そ
の
段
に
な
っ

て
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。 

 

例
え
ば
、
こ
ん
な
風
に
…
。 

 

素
晴
ら
し
い
講
師
が
居
て
、
講
演
会
を
企
画
し
た
と
し
よ

う
。
仲
間
で
企
画
を
立
て
、
会
場
の
手
は
ず
を
整
え
、
目
標
人

数
を
百
人
と
設
定
し
た
。
し
か
し
当
日
、
会
場
に
は
三
十
人
し

か
集
客
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
。 

 

さ
て
、
ど
の
よ
う
に
評
価
・
検
証
す
べ
き
だ
ろ
う
か
？ 

 

日
程
が
良
す
ぎ
て
他
の
行
事
と
重
な
っ
た
せ
い
？
広
報
活

動
が
不
足
？
講
演
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
的
確
に
伝
え
る
ツ
ー

ル
が
不
十
分
？
当
日
の
天
候
？ 

 

そ
の
う
ち
に
、
メ
ン
バ
ー
の
独
り
が
堪
ら
な
く
な
っ
て
言

う
。
「
で
も
ね
、
参
加
人
数
が
少
な
か
っ
た
お
蔭
で
、
講
師
の

先
生
と
身
近
で
親
し
く
お
話
を
聴
け
た
じ
ゃ
な
い
…
」 

 

こ
の
方
は
、
優
し
い
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
企
画
↓
検
証
と

い
う
場
面
で
は
、
も
う
一
段
の
深
掘
り
が
要
る
。「
で
は
な
ぜ
、

最
初
か
ら
三
十
人
で
企
画
・
準
備
を
し
な
か
っ
た
の
か
？
」 

 

百
人
の
動
員
目
標
を
立
て
た
理
由
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
？

何
故
三
十
人
で
は
な
か
っ
た
の
か
？
こ
こ
を
も
う
一
度
、
押

そ
ろ
そ
ろ
本
題
の
生
活
習
慣
病
に
戻
り
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
濱
さ
ん
が
面
白
そ
う
な
お
題
を
振
っ
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
応
え
る
こ
と
に
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ウ
ィ

ル
ス
の
変
異
」
で
、
な
ぜ
変
異
し
や
す
い
の
か
、
変
異
す
る

こ
と
で
強
毒
化
し
な
い
の
か
、
そ
し
て
ワ
ク
チ
ン
が
効
か

な
く
な
ら
な
い
の
か
、
に
つ
い
て
で
す
。
結
論
か
ら
言
う

と
、
む
し
ろ
弱
毒
化
す
る
し
ワ
ク
チ
ン
も
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

①  

Ｒ
Ｎ
Ａ
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
ウ
ィ
ル
ス
変
異 

 

Ｒ
Ｎ
Ａ
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
と
も
に
核
酸
と
呼
ば
れ
四
種
類
の

塩
基
を
使
っ
て
遺
伝
情
報
を
担
う
点
は
共
通
で
す
が
、
塩

基
を
つ
な
ぐ
強
さ
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
塩
基

を
延
ば
し
て
い
く
方
法
を
「
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
貼
り
つ
け
」
に

例
え
る
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
延
ば
し
方
は
「
ア
ロ
ン

ア
ル
フ
ァ
で
接
着
」
く
ら
い
の
違
い
で
す
。
多

細
胞
生
物
は
す
べ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
遺
伝
子
を
強

固
に
保
持
す
る
道
を
選
び
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
Ｄ
Ｎ
Ａ

か
ら
コ
ピ
ー
を
作
る
道
具
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
。
樹
液
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
蚊
が
吸
っ

て
い
た
恐
竜
の
血
の
白
血
球
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
化

石
に
な
っ
て
も
部
分
的
な
が
ら
保
た
れ
て
、

ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
が
作
ら
れ
ま
し
た
（
写

真
）
。 

 

一
方
Ｒ
Ｎ
Ａ
に
遺
伝
情
報
を
担
わ
せ
た
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
脆
さ
を
逆
手
に

と
っ
て
容
易
に
変
異
を
繰
り
返
し
ま
す
。
今
回
の

C
O
V
ID
-
1
9

は
、
半
年
の
間
に
五
千
種
類
も
の
変
異
株
に

分
か
れ
て
い
ま
す
（h

ttp
s
:/
/
n
e
x
ts
tra
in
.o
rg
/

）
。 

② 

ウ
ィ
ル
ス
は
変
異
を
繰
り
返
す
と
弱
毒
化
す
る 

 

も
ち
ろ
ん
変
異
す
る
と
、
弱
毒
化
す
る
こ
と
も
強
毒
化
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
強
毒
化
す
る
と
早
々
に
感
染
者

（
宿
主
）
を
殺
し
て
し
ま
う
の
で
、
ウ
ィ
ル
ス
は
広
く
伝
播
で

き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
症
状
が
早
く
明
確
に
出
る
こ
と
で
、
隔
離

も
容
易
に
な
り
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
ＳS

や
Ｍ
Ａ
Ｒ
ＳS

が
比
較
的

早
期
に
終
息
し
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
す
。
最
終
的
に
は
、
宿

主
と
共
存
す
る
方
向
に
変
異
し
た
ウ
ィ
ル
ス
の
み
が
生
き
残

る
結
果
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
自
然
界
の
法
則
で
す
。 

 

そ
う
考
え
る
と
、
今
回
のC

O
V
ID
-
1
9

は
本
当
に
タ
チ
の

悪
い
ウ
ィ
ル
ス
で
す
。
最
初
か
ら
弱
毒
な
の
で
す
が
、
感
染
す

る
と
し
ぶ
と
く
生
き
続
け
て
密
か
に
拡
散
し
、
ひ
と
た
び
重
篤

化
す
る
と
一
気
に
命
の
危
機
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
長
い
長
い

時
間
を
か
け
れ
ば
、
い
つ
か
は
弱
毒
化
し
て
普
通
の
風
邪
に
な

る
の
で
し
ょ
う
が
、
と
て
も
待
っ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

③ 

お
そ
ら
く
ワ
ク
チ
ン
は
大
丈
夫 

 

そ
ん
な
に
変
異
を
起
こ
し
や
す
い
の
な
ら
、
ワ
ク
チ
ン
が
効

く
の
か
心
配
に
な
っ
て
き
ま
す
。
よ
く
比
較
さ
れ
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
毎
年
の
よ
う
に
表
面
の
性
質
（
抗
原
性
）

が
変
わ
る
の
で
、
そ
れ
を
予
測
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
と
接
種

が
毎
年
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
少
な
く
と
も
六
月
二
十
日

の
時
点
で
は
、C

O
V
ID
-
1
9

に
抗
原
性
が
変
わ
る
ほ
ど
の
変

異
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
毎
年
の
よ
う
に
抗
原
性

が
変
わ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
方
が
、
特
殊
な
存
在

で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
に
関
し
て
、
世
界
の
科
学
者
は
あ

ま
り
心
配
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。 

さ
え
て
お
か
な
い
と
同
じ
事
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。 

 

着
想
・
企
画
の
内
容
や
設
定
理
由
と
、
検
証
段
階
と
は
シ
ン
ク

ロ
し
て
い
る
。
い
や
、
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
な
い
と
一
体
何
を
検
証
・

評
価
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
な
る
と
、
学
習
効
果
は
怪
し
く
な
る
。 

 

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
企
画
段
階
で
、
き
ち
ん
と
根
拠
を

明
記
し
た
目
標
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の

目
標
は
、
検
証
し
易
く
す
る
た
め
に
数
値
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。 

 

一
方
で
、
バ
リ
バ
リ
の
営
業
マ
ン
で
も
な
い
限
り
、
数
値
目
標

を
掲
げ
る
こ
と
が
苦
手
な
人
は
少
な
く
な
い
と
思
う
。
掲
げ
た

数
値
の
達
成
が
怪
し
く
な
っ
て
き
た
時
点
で
、
心
理
的
な
負
担

と
感
じ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
目
標
と
ノ
ル
マ
は
別
物
だ
。
ノ
ル

マ
は
組
織
・
企
業
・
上
司
な
ど
か
ら
一
方
的
に
与
え
ら
れ
た
数
字

だ
が
、
目
標
値
は
自
ら
設
定
し
た
数
字
だ
。
そ
の
根
拠
が
し
っ
か

り
し
て
い
れ
ば
、
創
意
と
工
夫
が
生
ま
れ
る
母
胎
と
な
る
。
ア
ス

リ
ー
ト
は
皆
、
自
ら
の
目
標
を
設
け
て
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
そ
れ
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
で
成
長
し
て
い
る

そ
う
だ
。 

 

こ
う
し
て
、
何
度
か
［
着
想
↓
試
行
↓
検
証
］
を
繰
り
返
す
中

で
、
相
応
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
仲
間
・
起
業
環
境
の
整
備
を
進
め
、
確

信
を
持
て
た
瞬
間
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
起
業
局
面
に
至
る
。 

寄
稿
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
（C

O
V
ID
-
1
9

）

第
五
弾
』 

 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
ク
リ
ニ
ッ
ク 

井
垣 

俊
郎 

 
  
 
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

( 

い
が
き 

と
し
お 

)

金
沢
大
学
北
溟
寮

で
、
濱
さ
ん
の
二
年
後
輩
で
し
た
。
濱
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
怖
か
っ
た
…
。
卒
業
後

は
金
沢
を
離
れ
、
現
在
は
温
暖
な
讃
岐
高

松
で
ヌ
ク
ヌ
ク
し
て
い
ま
す
。 



 コロナ禍における外出の自粛や他人との接触機会の減少によって経済活動そ

のものが停滞し、観光業や飲食業を筆頭に多様な業種で存亡の危機に瀕してい

るというのは周知の事かと思います。私自身も飲食店経営をしている身として

も、非常に厳しいと言わざるをえません。直面する問題としては、市場の冷え

込みにプラス感染予防対策として稼働率を下げて営業しないといけないという

点です。そして中長期的課題としては仕入れ先である、酒屋、農家、漁師で商

売をやめてしまう法人・個人の増加です。特に一次産業において流通構造の多

層化による弊害から抜け出し、個性的な商品ラインナップとコンセプトを共有

できる魅力的な独自の商流開発で、旧態依然とした一次産業に風穴を開けた担

い手の方々にとってはより厳しい状況にあると聞きます。飲食店側も物流や保

冷技術の発達で日本各地から最適なものを調達するサプライチェーンマネジメ

ントに似たビジネスモデルを採用しているところが増えてきており、都市部で

の店舗休業・閉鎖拡大が地方の一次産業に一層大きな影響は及ぼしていると思

われます。 

 今回の教訓を生かしつつアフターコロナ時代には飲食事業はどうなっていく

のでしょうか。僕自身が予測しているのが 

①働き方と人口動態の変化への対応 ～職・食・住近接型へ～ 

 リモートワークの普及と並行して、そもそも人が密集する都市部における健

康リスクへの脅威を感じた方が多くいたと思います。また企業としても都市部

に機能集中させてきたことで事業停滞リスクが顕在化し、国の首都移転議論に

先んじて郊外や地方への機能分散という動きも出てくるでしょう。そうなる

と、住む場所が東京駅まで30分という謳い文句はナンセンスとなり、家と職場

が近接し、また飲食店の需要も自ずと都市部から郊外や地方に移行してくこと

が想定できます。 

②居酒屋モデルから内中外(うちなかそと)多機能モデルへ 

～酒を呑む場から食を提供する場へ～ 

 ①のような現象が起きた場合、都市部における飲食ビジネスの主要モデルで

あった居酒屋へのニーズは低下します。職場でのリアルなコミュニケーション

機会や規模が縮小し、酒席での人間関係づくりいうシーンが減少します。そう

なると、飲食事業に求められるのが食を提供する機能の多様化・多層化です。

レストランとしてより付加価値が求められるのと、家庭での内食・中食市場に

おいてスーパー等と競争しなければなりません。一昔前に提唱された『六次化

産業』は正にアフターコロナ時代にこそ、レストランと生鮮市場を併設させて

付加価値の高い商材を生産するという意味あるものとなるのかもしれません。 

（つづく） 

新型コロナウイルス感染症による国内での死亡者数は、6/20段階で952人

である。これに関しては、欧米諸国と比べた人口当たり死亡者数の少なさなど

が指摘されている。 

一方で、感染者がPCR検査を受けないまま死亡した場合、他の疾患が死因と

して記録されることが起こり得る。国立感染症研究所ではインフルエンザに関

して、未流行の場合の死亡者数を推定し、実際の死亡者数との有意な乖離が生

じた場合に、同感染症による超過死亡が観察されたと判定している。 

今シーズン、調査対象都市で超過死亡は出現していない。東京に限ると若干

認められるものの、その水準は過去3シーズン並みかやや低い程度にとどまっ

ている。この推計はあくまでインフルエンザを対象としたものではあるもの

の、新型コロナウイルス感染症による一定程度の明確な埋もれた死亡者の存在

は浮かび上がらず、先の数字が実態に近いとの推測が成り立つ。 

次に、間接的な影響をみてみたい。我が国の自殺者数は2010年頃から前年

比2〜9％の減少傾向にあるが、本年1〜5月はその水準を超える減少となった

（対前年同月比▲11.6％）。なかでも4月（〃▲19.7％）、5月（〃▲

19.0％）はそれぞれ約2割の大幅減であった。自殺の新型コロナウイルス感染

症に関係する要因としては、受診控えや運動不足からの深刻な健康問題、倒産

や失業等の経済・生活問題、DVや虐待等の家庭問題などが考えられる。職

場・男女・学校において、人間関係が一時的に希薄化したことによる増減も想

定される。 

要因別、年齢別等の詳細な結果が示されないと正確な分析はできないが、現

時点では、自殺の新型コロナウイルス感染症による増加は生じていないと言え

る。筆者も心配していた経済・生活問題を要因とする自殺は、あくまで現時点

でのことではあるが、最低限の雇用が維持され会社も個人もなんとか食いつな

いでおり、増加にまでは至っていないことがうかがえる。現に、就業者数は大

きく減ったが失業率は微上昇にとどまっている。また、巨額の雇用調整助成金

とそれに伴う休業者の大幅増が、当面の支援策・対処法として一定程度機能し

ていると言えよう。さらには、多くの業種や階層において、危機意識が共有化

されたことによる連帯感が、まだ存在していることも大きいのかもしれない。 

直接・間接を問わず、新型コロナウイルス感染症による死亡数が、今後も低水

準でおさまることを願いたい。そのためにも、まずは各所において感染拡大の

防止と医療体制の一層の充実に努めつつ、新たなビジネスや生活様式に機敏に

対応しながら、経済活動を冷静に元に戻していくことが重要である。さらに

は、この数ヶ月で発生・増幅した様々な格差や差別の解消に向けて、支え合う

姿勢と具体的な支援策が求められよう。 

浮き草のごとく101 福井県立大学 地域経済研究所 江川 誠一 

『 新型コロナウイルス感染症による死亡数について 』 

『 どうする日本の飲食業!? その１ 』 

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩 



てた生麩、すり身カステラ、ジャコセロリ、スモー

クサーモンの黄身寿司、八尾高野の最中にふきの

とう味噌。桜のつまが料理を引き立てる。 

次は「ホタルイカ炭火焼」が待っていた。今が

旬だ。電気が消されカウンター越しに庭の風景が

浮かび上がり、目の前に鉢に入っている活ホタル

イカが光りを放っていた。このホタルイカの目と

口を取り炭火焼に。口の中で肝が飛び出す時の

じゅわっと感がいい。 

さらに名物で攻めてくる「のど黒炭火焼 木の

芽焼き」だ。美味しい脂が波のように押し寄せ口

の中に溢れ、それを山椒が青く爽快な風味で切っ

てくれる。料理人の狙いがじわりと迫ってくる。 

攻撃的な料理の後は「野芹」「菊芋すりながし、

菜の花」と優しい料理でちょいと一服。 

そろそろご飯の出番が迫ってくる。出てきたの

は、な、何と「熊そぼろ三色丼」月ノ輪熊をそぼ

ろにして三色丼に仕上げている。熊は食べたこと

が無かった。滲み出てくる脂分が実に美味い。で

も、ここまで来ると食べきれない。残りはお弁当

にしてくれた。 

 「プラチナ酒粕アイス」満寿泉のプラチナの酒

粕で作ったアイスクリーム。掬うは「能作」の錫

の茶杓。これをぶつけてきたのには唸った。 

デザートは生菓子にお薄。満ちあふれる料理の

後に気分を落ち着かせる。この満たされた気分な

るべく持続していたい。店主藤井寛徳さんに見送

られ、「御料理ふじ居」を後にした。また、来る

機会があることを願わずにはおれなった。 

（おわり） 

『富士の国から ～大魔神のたび～  』富山への旅(2020.3/26～27) 

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久    

 さて、料理の話に戻す。 

 「ふき 干しくちこ」がまずは出される。ナマコ

の卵巣を干物にしたもので能登の代表高級珍味。

これを炙り少し温めて。蕗が添えられている。厚

みのあるソフトな弾力と、優しい塩味、広がる旨

味を味わった後は蕗のにが味で引き締めるとい

う趣向だ。 

次なるは「お吸い物 薄豆豆腐」えんどう豆と葛

を練って作った薄豆豆腐は、春らしい若草色淡い

色の海老に炙ったふきのとうが添えてある。雅な

薄甘さと苦味、趣ある妙味が口の中に拡がる。小

生に出された椀には特別に赤白の水引が結ばれ

ていた。なぜ？って「今日は自分の誕生日だ」っ

て予約の時に言ったからだ。 

第一弾のお造りが出された。「七尾アイナメの湯

霜造り」湯引きした後に冷やしている。甘み、脂

分、食感いずれも申し分なし。スダチが味を引き

締めてくれる。器は「合わせ蛤」ときた。 

第二弾のお造りは「ヤリイカ」ここでの包丁さば

きは素晴らしい、カウンター席に座る面白味がこ

こにある。爽やかで上品な甘さ、それでいて甘さ

の引きは早い。唸る美味さである。 

「田楽 木の芽味噌」ここで意表を突く田楽。山椒

の新芽を擂ったものに味噌を合わせている。 

 料理が半ばに入った頃「八寸」登場。八寸とは

８寸四方の盆に盛り付けた料理のことで、料理が

ひと段落した後に酒の肴として出す動物性と植

物性の2，3品と呼び、人数分を盛り付けたものを

取り箸を添えた形出すというもの。一枚板から丁

寧に削った木の器にホタルイカ酢味噌、桃に見立


